










IgA 腎症の遺伝免疫学的背景を明らかにするために患児の HLA を検討し,あわせて患児リ

ンパ球の免疫応答性の異常の有無との関連について検討した。HLA では B51,DR4 が高頻度

であった。リンパ球の溶連菌菌体外毒素(SLO),抗 Leu4 抗体に対する反応性は低下してい

た。そこで抗 CD3 抗体により惹起されるマクロファージ・ T細胞系の機能を逐一検討した。

抗 Leu4 抗体に対する低応答性よりマクロファージ側の機能異常が示唆された。また,B51

保有者のマクロファージの TNF 産生能は亢進しており,これが IgA 腎症の進展,増悪に関与

している可能性があると推察された。


